
１.　はじめに

近年、福祉をめぐってさまざまな動きが起

こっている。テレビ、新聞、雑誌などといった

メディアにおいても毎日のように、福祉に関す

る話題や事件が取り上げられている。高齢者、

障害者、児童など対象ごとに諸施策も立てられ

つつあるが、その中でもひとつの重要な課題

が、福祉を支える人材の問題である。つまり、

福祉を支える人材の量の確保、質の確保が急務

となっている。しかしながら、福祉職に就く人

への給与、勤務体系など待遇の厳しさや職務内

容の独自性などから、福祉分野への就職を敬遠

したり、福祉に従事していても離職してしまっ

たりという傾向もみられる。そういった状況の

中でも、福祉の職に就きたい、もしくは働きつ

づけたいという意欲を持った人もいるのも現状

の一端である。

人材育成という点で、大きな役割を果たして

いるのが養成する機関である。大学や専門学校

等多くの養成校が存在するが、多くの養成校で

は、福祉現場実習が取り入れられている。単に

資格取得の要件ということだけではなく、福祉

分野で働く上での貴重な体験になることを意図

している。しかしながら、福祉現場実習におい

てリアリティショックをうける学生が多いとい

われている。その背景には教科書で学ぶこと

（介護教育）と現場とのかい離という問題、受け

入れる側の体制不足などといった複合連鎖的問

題が指摘できる。

また、Cinii で「社会福祉・実習・効果」で

検索したところ、２１件の論文が存在する（２００７

年９月検索）。北川ら（１９９８）は、実習の満足

度や達成状況などと共に、実習前教育の充実や

学生の不安を解消するような体制づくりの重要

性についても述べている。また、田淵ら（１９９７）

は、実習前後の学生における施設イメージの変

化について触れている。鳩間ら（２００６）は、実

習の効果に関する評価項目として、１
　
 年次の施

設見学における援助活動が目指す目標（価値）

の変化を中心に検討をしている。

すでに筆者が行った福祉系専門学校の学生を

対象に行った研究では、全体の結果から、スト

レスと実習満足度に関連がみられた。また、福

祉を学ぶことへのやりがい、福祉職に就く意
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向、利用者へのかかわりに関する満足度もスト

レスと関連していることが明らかになった。ま

た、ストレスとイメージとの関連、サポート源

活用についても実習に関して大きな意味を持つ

ことがわかった。

このように実習後を中心とした研究はみられ

るが、専門教育が始まり間もない学生の状況と

それを支える教育や体制に関する研究は十分で

あるといえない。よって、本稿では、現在、福

祉を学んでいる学生の状況を把握し、彼らが学

生生活の中で、福祉専門職としての力量をつけ

る際に、いかにサポートしていくか考えてみた

い。また、実習前の福祉に関する意識から、実

習前における段階でのモチベーションも考察し

ていきたい。本研究におけるモチベーションと

は動機付けのことを指し、福祉を学ぶことに

なったきっかけや福祉を学んでいることのやり

がい、福祉職に就く意向などからみていきた

い。

それによって、福祉職としての専門性を身に

付けた質の高い人材育成のあり方に関する示唆

が得られるのではないかと考える。

２.　研究方法と対象

先行研究のレビューを行い、福祉を学ぶ学生

として九州内のＡ大学の学生へ質問紙調査を実

施した。調査対象は、老人福祉論（介護クラス

は除く）の受講生であり、回収し分析に用いた

のは、７５人である（２００６年１２月）。

調査は以下の主な項目からなる。

　

①　食事や友人関係、部活やサークルへの参

加などの現在の大学生活に関する項目

　

②　福祉を学ぶことになった要因、福祉を学

ぶことのやりがい、福祉職への就職意向等

の各自の福祉への関わりについての項目

（モチベーション測定）

　

③　高齢者イメージスケール（６項目）

就職先や実習先としても高齢者福祉施設が多

いこともあり、今回は高齢者へのイメージにつ

いてきいた。「穏やか―怒りっぽい」「暖かい―

冷たい」等の６項目について、高齢者のイメー

ジを検証する。「穏やか―怒りっぽい」を例にみ

ると、「とても穏やか」が１点、「やや穏やか」

が２点「どちらともいえない」が３点、「やや

怒りっぽい」が４点、「とても怒りっぽい」が

５点となる。他の５項目についても同様の手続

きをとる。よってそれらの総和を項目数で割っ

たものをイメージ得点として分析に使用する。

点数が低いほど、イメージは肯定的、逆に高け

ればイメージは否定的となる。

　

④　パブリックヘルスリサーチセンター版ス

トレスチェックリスト（４４項目）

３つのサブスケールからなる。

「急に息苦しくなる」「目が疲れやすい」等の

一過性のストレス反応とされる特徴や慢性的な

疲労を示す身体的ストレス１５項目、「不安を感

じる」「ゆううつで気分が落ち込む」等の心理

的ストレス１８項目、「毎日の暮らしの重さに圧

力を感じる」「いろいろな規則が窮屈に思える」

等の状況認知ストレス１１項目となっている。

それぞれの項目については、「ない」（１点）、

「ときどきある」（２点）、「よくある」（３点）

の３件法で回答している。

　

⑤　性別・住まい等のフェイス項目

　

⑥　自由記述

３.　結　果

�　基本属性

分析に用いたのは７５名であり、うち女性が２９

人、男性が４６人となっている。

　

①　現在の大学生活に関する項目結果

食事について、まず朝食については、「ほとん

ど食べない」（４０.０％）、「ほとんど毎日食べる」
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（３７.３％）と両極端な結果であった。昼食につい

ては「ほとんど毎日食べる」（８２.７％）と多数を

占める。

睡眠については、「規則的」（３６.０％）、「不規

則」（６４.０％）であり、平均した睡眠時間は３５４

分（約６時間）である。

喫煙については、普段タバコを吸っているか

という問いに対して、「はい」（２４.０％）、「いい

え」（７６.０％）となった。

友人関係をきくものとして、「あなたには“親

友”がいますか」という設問では、「はい」

（８６.７％）、「いいえ」（１３.３％）という答えであっ

た。その際、“親友”の人数をあわせて聞いたと

ころ、平均して４.３人であった（１人から１５人の

幅）

“生きがい”を最も感じるのはどんなときかと

いう質問については、「友だちといるとき」

（３４.３％）、「スポーツや趣味に打ち込んでいる

とき」（３２.９％）といった選択肢に答えが集中し

た。

住まいについては、「自宅で家族と同居」

（７３.０％）、「一人暮らし」（２５.７％）であった。通

学時間の平均は４７.９分（２分から１５０分の幅）。

　

②　福祉へのかかわりに関する項目結果

「福祉を学ぶきっかけとなった最も大きな要

因は何か」との問いに、最も多かったのが「福

祉や介護に興味があった」（３２.０％）、次に「親

や先生にすすめられた」（１７.３％）、「祖父母への

介護の経験」「ほかにしたいことがなかった」（共

に１３.３％）、「資格が取れる」（１０.７％）、「やりが

いがありそうだった」（８.０％）、「その他」となっ

ている。

「福祉を学ぶことについてやりがいを感じて

いるかどうか」については、「非常に感じてい

る」（１２.０％）、「まあ感じている」（４９.３％）と

前向きな状態にあるものが約６割強、他は「あ

まり感じていない」（３４.７％）「全く感じていな

い」（４.０％）となっている。

「今後福祉の仕事に就きたいかどうか」につい

ては、「非常にそうしたい」（１８.７％）、「まあそ

うしたい」（４６.７％）と福祉の仕事への就職を前

向きに捉えている学生が約三分の二いる。残り

の三分の一は「あまりそうしたくない」（２５.３％）

や「その他」として「まだわからない」「就き
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表１　福祉を学ぶきっかけとなった最も大きな要因

％人数回答選択肢

１３２.０％２４「福祉や介護に興味があった」

１１８.０％６「やりがいがありそうだった」

１１７.３％１３「親や先生にすすめられた」

１１３.３％１０「祖父母への介護の経験」

１１０.７％８「資格が取れる」

１１３.３％１０
「ほかにしたいことがなかっ

た」

１１５.４％４「その他」

１００.０％７５計

表２　福祉を学ぶことについてのやりがい

％人数回答選択肢

１１２.０％９「非常に感じている」

１４９.３％３７「まあ感じている」

１３４.７％２６「あまり感じていない」

１１４.０％３「全く感じていない」

１００.０％７５計

表３　就職する際に最も重視したいこと

％人数回答選択肢

１１８.７％１４「収入が多い職場」

１４１.３％３１「人間関係がよい職場」

１２２.７％１７「自分の才能がいかせる職場」

１１２.７％２「実家に近い職場」

１１６.６％５
「特に重視しているものはな

い」

１１８.０％６「その他」（社会の役に立つ等）

１００.０％７５計



たくない」といった否定的な見解を持つ。

就職する際に最も重視したいことは、「人間

関係がよい職場」（４１.３％）、「自分の才能がいか

せる職場」（２２.７％）、「収入が多い職場」（１８.７％）

の順である。

�　尺度の内的信頼性

利用者イメージスケール、ストレスチェック

リストにおけるクロンバックの信頼性係数αを

求めたところ、利用者イメージスケールα＝

０.７８９５、ストレスチェックリストについては、

全体α＝０.９４２７となった。ストレスチェックリ

ストのサブスケールごとでは、身体的ストレス

α＝０.８６７３、心理的ストレスα＝０.９０５１、状況

認知ストレスα＝０.８５７５となった。以上によ

り、本調査における内的信頼性が確認された。

�　主な調査結果

ストレスチェックリストにおけるサブスケー

ルの平均値及び標準偏差についてまとめたのが

表４である。心理的ストレスの得点が他と比べ

てやや高いのが特徴である。

次に「福祉を学ぶことのやりがい」と各項目

についての関連を探るため、相関係数を求め、

表５に記した。

「福祉職に就く意向」（r＝０.４６８、p＜０.０５）で

は正の相関が示された。また、「生きがい」（r＝

０.３４２、p＜０.０１）、「心理的ストレス」（r＝０.２４９、

p＜０.０５）、「高齢者イメージ」（r＝０.２７８、p＜

０.０５）、「性別」（r＝０.２４１、p＜０.０５）とそれぞ

れ正の弱い相関が示された。

また、「福祉職に就く意向」との関連について

前述の「福祉を学ぶことのやりがい」以外で検

証したところ、「高齢者イメージ」（r＝０.３４３、

p＜０.０１）、「生きがい」（r＝０.３２５、p＜０.０１）、「福

祉を学ぶきっかけ・要因」（r＝０.３４６、p＜０.０１）、

「性別」（r＝０.２５１、p＜０.０５）の項目で正の弱い

相関がみられた（表６）。

４.　考　察

基本属性から明らかになったことをまず整理

をしてみたい。ここ最近、大学生の食生活につ

いて、各大学で食券を配るなど、特に朝食に対

する意味合いが大きく取り上げられてきた。栄

養をきちんと取ることと単位履修状況との関連

も話題となっている。今回の調査において、朝

食については、「ほとんど食べない」（４０.０％）、

「ほとんど毎日食べる」（３７.３％）と両極端な結

果であった。ライフスタイルといってしまえば

それまでだが、朝食の摂取に関してどういう要

因があるのか、さらにそれが及ぼす影響につい

て詳しくみていく必要があると感じた。

睡眠については、「規則的」（３６.０％）、「不規
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表４　各ストレス平均値及び標準偏差

身体的ストレス　…１.６０（０.４１）

心理的ストレス　…１.７９（０.４３）

状況認知ストレス…１.６７（０.４５）

表５　相関係数（福祉を学ぶことのやりがい関連）

福祉を学ぶやりがい

０.３４２**生きがい

０.４６８**福祉職に就く意向

０.２４９**心理的ストレス

０.２７８**高齢者イメージ

０.２４１**性別

*p＜０.０５　　**p＜０.０１

表６　相関係数（福祉職に就く意向関連）

福祉職に就く意向

０.３４３**高齢者イメージ

０.２５１**性別

０.３４６**福祉を学ぶ要因

０.３２５**生きがい

*p＜０.０５　　　**p＜０.０１



則」（６４.０％）であり、平均した睡眠時間は３５４

分（約６時間）であるが、２、３
　
 時間の睡眠と

１０時間を越える睡眠とばらつきもあった。

食事や睡眠に大きくかかわってくる住まいの

形態については、自宅生が４分の３であり、自

宅生ほどやはり通学時間が長い傾向にある。あ

る意味、自宅生が規則正しく生活を送らざるを

えない状況にあるともいえる。

健康面では、喫煙について、普段タバコを

吸っているかという問いに対して、「はい」

（２４.０％）、「いいえ」（７６.０％）となり、予測し

たよりは喫煙率が低いように感じた。

大学生活における友人関係の構築と維持は大

きな課題である。ソーシャルスキルを学び実践

する場であり、大学生活の充実度にも影響する

要素である。今回、「あなたには“親友”がい

ますか」という設問を設けていたが、単なる“友

人”ではなく、より深いかかわりとしての意味

合いがある“親友”ということを意図しており、

「はい」（８６.７％）、「いいえ」（１３.３％）という答

えであった。よって、「いいえ」と答えた人で

も、孤立しているわけではなく、一緒に普段か

かわっている“友人”はいるが深くかかわるよ

うな“親友”と呼べるかどうかは微妙なのであ

ろう。親友の人数についてもばらつきはある

が、最も信頼できる親友とはどこで出会ったか

という設問では、「中学までに」、「大学に入って

から」、「高校のとき」といった順番になった。

“生きがい”を最も感じるのはどんなときかと

いう質問については、「友だちといるとき」

（３４.３％）、「スポーツや趣味に打ち込んでいる

とき」（３２.９％）といった選択肢に答えが集中し

ており、活動的な大学生活の一端がみてとれ

た。

福祉へのかかわりに関する項目結果では、ま

ず、「福祉を学ぶきっかけとなった最も大きな

要因は何か」との問いに、「福祉や介護に興味

があった」（３２.０％）、「やりがいがありそうだっ

た」（８.０％）という自ら進んで福祉を志した者

がいる一方で、「親や先生にすすめられた」

（１７.３％）、「ほかにしたいことがなかった」

（１３.３％）という外的な動機付けやなんとなく大

学生活に入っていったという層もみられる。以

前、筆者が行った首都圏の福祉系専門学校生へ

の調査では、「親や先生にすすめられた」という

層はあまりみられなかったことから、地域の特

性からなのか、非常に印象に残った。

また、福祉を志す理由でよく学生が口にして

いる「祖父母への介護の経験」についても、や

はり要因のひとつとして挙がってきた。「資格

が取れる」（１０.７％）については、現在、福祉の

資格として、介護福祉士や社会福祉士、精神保

健福祉士などいくつかの資格があるが、それら

の取得を目指したより学びの意識の高い学生で

あるといえよう。

前述のような要因で福祉系専攻に所属してい

るわけであるが、では現在の状況についてはど

うかというと、「福祉を学ぶことについてやり

がいを感じているかどうか」については、「非

常に感じている」（１２.０％）、「まあ感じている」

（４９.３％）と前向きな状態にある者が約６割強、

他は「あまり感じていない」（３４.７％）「全く感

じていない」（４.０％）という結果になっている。

今回の調査対象は介護クラスを除いた２年生が

メインである。カリキュラム上、Ａ大学では２

年次になると福祉の専門科目が一気に増える。

１
　
 年次に取得できる福祉に関する科目は「介護

概論」や「社会福祉入門」といったいくつかの

科目に絞られている。２
　
 年次の福祉施設・機関

への見学実習を経て、３
　
 年次に必修である社会

福祉士受験取得のための実習、４
　
 年次に選択で

精神保健福祉士受験取得のための実習と実際の

福祉現場を体験することから、早い段階での福

祉に触れる何かしらの“しかけ”が必要である

と感じた。もちろん１年次からサークル活動な

どでボランティアをしている学生もいるが、

年々参加が減少傾向にあるということからも、

見直す時期にあるように感じた。

将来、「今後福祉の仕事に就きたいかどうか」

については、「非常にそうしたい」（１８.７％）、「ま
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あそうしたい」（４６.７％）と福祉の仕事への就職

を前向きに捉えている学生が約三分の二いる。

残りの三分の一は「あまりそうしたくない」

（２５.３％）や「その他」として「まだわからな

い」「就きたくない」といった否定的な見解を

持つ。これが実習などを経て、どういった推移

をたどるのか注目していきたい。

また、就職する際に最も重視したいことは、

「人間関係がよい職場」（４１.３％）、「自分の才能

がいかせる職場」（２２.７％）、「収入が多い職場」

（１８.７％）の順である。３、４
　
 年次で就職活動を

する頃になると、「収入」を重視する雰囲気が全

体的に出てくるようだが、縦断的に今後もみて

いく必要があるように感じた。

次に今回の調査での大きな軸である「福祉を

学ぶことのやりがい」と各項目についての関連

を探るため、相関係数を求めた結果、「福祉職に

就く意向」との正の相関がみられた。つまり、

福祉職に就くことをあまり望んでいない人は現

在の学習へのやりがいが薄いことが示唆され

る。これについては逆に言うと、福祉職に就こ

うと思っている人は現在の大学生活におけるや

りがいが高いともいえる。

また、「心理的ストレス」と正の相関が弱いな

がらも示された。福祉を学ぶことのやりがいを

感じられない人は、心理的なストレスを抱えて

いることも考えられる。また、高齢者へのイ

メージがネガティブな人も現在のやりがいが低

いことが示唆された。

いかに大学生活の中で福祉を学ぶことへの動

機づけしていくかが、将来への意向にもかかわ

ることが明らかになった。

では、その「福祉職に就く意向」との関連に

ついて前述の「福祉を学ぶことのやりがい」以

外で検証したところ、「高齢者イメージ」、「生き

がい」、「福祉を学ぶきっかけ・要因」、「性別」

の項目で正の弱い相関がみられた。福祉職を目

指すことについて、福祉を学ぶことになった

きっかけや現在の学生生活状況が関連している

ことを示している。

５.　まとめ

これまで福祉に関する人材養成及び人材確保

といったマンパワーについての問題が、メディ

アや福祉関連団体等のさまざまな場で取り上げ

られてきたが、そこではまず人材不足というこ

とが大きなテーマであった。しかしながら、近

年福祉分野の学校が増加し、福祉に関する資格

の取得も盛んになってきている中で、単なる人

材不足といった課題よりも、これからは福祉従

事者としての専門性を持った人材の確保が、つ

まり質の確保が非常に重要な課題になっている

と考えられる。そういった貴重な人材になりう

る福祉専攻の大学生の現状を把握することでい

ろいろな示唆を得た。

今回の調査において、「福祉を学ぶきっかけ

となった最も大きな要因は何か」との問いに、

「福祉や介護に興味があった」や「やりがいが

ありそうだった」、「祖父母への介護の経験」、

「資格が取れる」というような福祉に関する何ら

かの興味を自発的に持ち、福祉職に就くという

目的意識をもって学び始めた人が約７割存在し

ていることが明らかになった。一方、上記のよ

うな要因以外に、「親や先生にすすめられたか

ら」「なんとなく」といったことを述べる人が

約３割いるのが現状である。

また、現在、「福祉を学ぶことについてやりが

いを感じているかどうか」については、「非常に

感じている」、「まあ感じている」と前向きな状

態にある者が約６割強、他は「あまり感じてい

ない」、「全く感じていない」が約４割弱という

結果になっている。

将来、「今後福祉の仕事に就きたいかどうか」

については、「非常にそうしたい」、「まあそうし

たい」と福祉の仕事への就職を前向きに捉えて

いる学生が約３分の２いる。残りの３分の１は

「あまりそうしたくない」や「その他」として

「まだわからない」「就きたくない」といった否

定的な見解を持つ。

福祉を学ぶことへのやりがいと将来福祉職に

就く意向について、今後の福祉現場実習などを

原　田　奈津子
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経て、学生の中でどういった変化がみられるの

か見守ると共に、いかに学生の福祉へのモチ

ベーションをあげるかが大きな課題であると感

じた。福祉を学ぶ学生には、社会福祉士等の資

格取得のためもあって、福祉現場実習が多く取

り入れられている。実際の現場で学ぶというこ

とが今後福祉分野で働く上での貴重な体験にな

ることを意図している。しかしながら、福祉現

場実習においてリアリティショックをうける学

生が多いといわれている。その背景には教科書

で学ぶこと（教育）と現場とのかい離という問

題、受け入れる側、送り出す側の体制不足など

といった複合連鎖的問題が指摘できる。また、

実習に向けてモチベーションの高い学生へのサ

ポート、またはモチベーションの低い学生への

サポートに関しても、それぞれに応じたサポー

トが求められている。

今回は限定的な調査であることから、福祉専

攻学生すべてを反映するものではない。また、

縦断的に推移を見ていく必要もあるのが本研究

の今後の課題である。具体的には、実習後の福

祉に関する意識を測ると共に、さらに初年次で

の学生の学びへの支援のあり方について検討を

加えていきたい。これからの専門性を備えた質

の高い人材を育成する上でも、学生への学びの

際のサポートとして、きめ細かな対応がますま

す不可欠となっていくことは確かであろう。
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